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危険度の高い脆弱性を
ランキングで表示

IT 資産情報と連携し、
優先的に対処が必要な
脆弱性をレポートで確認
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このような課題を感じていませんか︖

指定したベンダー／プロダ
クトの情報収集を自動化

IT資産の脆弱性情報収集にお困りの
セキュリティ担当者に

脆弱性管理クラウドサービス

ブイアイ エンジン



IT 資産情報と連携し、対処の優先度が高い脆弱性をレポート
脆弱性情報が更新されたら管理者にメール発報

お客さま指定のベンダー／プロダクト情報を元に、脆弱性情報をリアルタイムで自動取得
CVSSのスコアやエクスプロイトの有無をCVE単位でチェック
さらにSNSで多く情報発信されている脆弱性をカウントし、対処を推奨する脆弱性情報をランキング表示

サービス概要

画面イメージ

脆弱性情報一覧画面
ログイン画面

CVE 詳細画面

ラインアップ

主な機能

契約形態

CVE 情報参照
Top�� 参照

資産情報アップロード
レポート機能

メール通知

サブスクリプション

￥���,��� ／年希望小売価格（税別）

サービス名 VI-Engine　（ブイアイ エンジン）

※お客さま専用の ID・PW が必要となります。

クラウドサービス提供形態

〒���-���� 　東京都台東区浅草橋 �-��-�� ヒューリック浅草橋ビル �Ｆ
https://www.hcnet.co.jp/

HCNETおよびそのロゴは、エイチ・シー・ネットワークス株式会社の登録商標です。記載されている社名および製品名は、各社の商標または登録商標です。掲載した商品は、
改良などのため予告なしに内容を変更することがあります。掲載製品の写真の一部はイメージです。記載の製品を輸出される場合には、外国為替および外国貿易法の規制
ならびに米国輸出管理規則などの外国の輸出関連法規をご確認のうえ、必要な手続きをお取りください。なお、ご不明な場合は、弊社担当営業にお問い合わせください。

VI-Engine の詳細情報は
Webサイトをご覧ください。

HCNET 　VI-Engine

お問い合わせ https://www.hcnet.co.jp/inquiry/

VI-Engine の試用をご希望されるお客さまは、以下 URL より
お問い合わせください。

VI-Engineサイト   ※  https://vi-engine.com/

クラウドサービス
脆弱性情報
データベース

ベンダー

SNS

エクスプロイト
データベース 情報を自動で収集 利用者（お客さま）

危険度の高い脆弱性Top10情報参照
CVE情報参照
IT資産情報アップロード＆レポート
情報更新のタイミングでメール通知


